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問
第
２
回
「
御
前
崎
港
再

生
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
事

業
協
議
会
」
の
協
議
内
容
は

答
平
成
25
年
11
月
26
日
に

開
催
さ
れ
た
協
議
会
で

の
県
か
ら
の
説
明
は
、
第
1
回

協
議
会
で
決
定
し
た
洋
上
風
力

発
電
適
地
の
修
正
と
事
業
予
定

者
選
定
の
た
め
の
評
価
項
目
検

討
な
ど
で
し
た
。

な
お
、
業
者
選
定
時
に
お
け

る
応
募
要
件
に
、
応
募
資
格
内

容
を
明
記
す
る
よ
う
市
か
ら
県

へ
意
見
を
伝
え
ま
し
た
。

問
核
燃
料
税
再
締
結
に
関

す
る
県
か
ら
市
へ
の
説

明
及
び
ヒ
ア
リ
ン
グ
状
況
は

答
26
年
度
を
も
っ
て
課
税

期
間
が
終
了
す
る
核
燃

料
税
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
県

か
ら
市
へ
の
説
明
や
ヒ
ア
リ
ン

グ
は
、
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
市
か
ら
県
へ
の
要

望
も
特
に
行
っ
て
い
な
い
の
が

現
状
で
す
。

し
か
し
、
市
の
将
来
を
見
据

え
た
健
全
な
財
政
運
営
の
た
め

に
も
、
核
燃
料
税
を
財
源
と
し

た
県
交
付
金
も
貴
重
な
財
源
で

あ
る
の
で
、
し
っ
か
り
状
況
を

見
極
め
て
行
き
ま
す
。

問
県
か
ら
の
幹
部
職
員
に

充
て
る
人
材
の
受
入
れ

は
答
平
成
26
年
1
月
14
日
に

「
県
の
全
市
町
に
対
す

る
、
幹
部
職
員
に
充
て
る
人
材

の
派
遣
」
と
い
う
新
聞
報
道
が

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
報
道
を

受
け
、
現
組
織
体
制
な
ど
を
総

合
的
に
勘
案
し
、
今
回
は
要
請

し
な
い
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

御
前
崎
港
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
事
業
協
議
会

核
燃
料
税
再
締
結

県
か
ら
の
幹
部
職
員
に
充
て
る
人
材
の
受
入
れ

齋藤　洋

問
北
海
道
札
幌
市
へ
の

「
御
前
崎
茶
」
の
普
及

や
生
カ
ツ
オ
の
水
揚
げ
拠
点
を

守
る
た
め
の
、
市
長
の
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
を
今
後
も
継
続
す
る

の
か答

緑
茶
の
消

費
量
が
少

な
い
北
海
道
で
茶

の
魅
力
を
熱
心
に

紹
介
し
た
こ
と

が
、
一
定
の
成
果

と
感
じ
て
い
る
。

ま
た
、
生
カ
ツ
オ

の
水
揚
げ
基
地

「
御
前
崎
」
の
名

は
全
国
的
に
有
名

で
あ
る
。
今
後
も

両
事
業
と
も
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

問
御
前
崎
ブ
ラ
ン
ド
は

茶
、
カ
ツ
オ
だ
け
で
な

く
、
他
の
農
産
物
、
海
産
物
も

豊
富
に
あ
る
が
発
信
方
法
は

答
第
一
次
産
業
に
携
わ
る

方
々
が
互
い
に
情
報
を

共
有
し
、
農
林
水
産
、
商
工
観

光
と
協
力
し
、
連
携
を
図
り
な

が
ら
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
観
光
客
誘
致
に
は
環
境

整
備
が
重
要
で
あ
る
。

「
風ふ

う
こ
う
め
い
び

光
明
媚
」
が
売
り
の
御
前

崎
の
道
路
に
雑
草
が
目
立
つ
が

対
策
は

答
観
光
客
受
け
入
れ
の
観

点
だ
け
で
な
く
、
市
民

生
活
、
社
会
生
活
の
観
点
か
ら

も
道
路
維
持
管
理
は
必
要
で

す
。
観
光
客
へ
の
イ
メ
ー
ジ
ダ

ウ
ン
に
な
ら
な
い
よ
う
、
各
関

係
機
関
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
ま
た
、
市
民
協
働
で
の
維

持
管
理
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

農
水
産
物
販
売
と
需
要
拡
大
及
び

市
と
御
前
崎
ブ
ラ
ン
ド
の
発
信

に
つ
い
て

松下久己

一
般
質
問

10
名
が
登
壇 

市
政
を
問
う

＊
こ
の
一
般
質
問
は
３
月
６
日
と
７
日
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

問
全
国
学
力
テ
ス
ト
・
小

学
校
国
語
Ａ
の
問
題
で

静
岡
県
が
最
下
位
と
な
り
大
き

な
失
望
と
反
響
が
あ
っ
た
。
26

年
度
は
、
学
校
別
の
成
績
公
表

が
市
教
育
委
員
会
の
判
断
で
可

能
と
な
っ
た
が
、
公
表
す
る
の

か
答
文
部
科
学
省
が
示
し
た

公
表
す
る
場
合
の
配
慮

事
項
を
よ
く
検
討
し
、
市
教
育

委
員
会
で
慎
重
に
話
し
合
っ
た

結
果
、
今
の
と
こ
ろ
学
校
名
を

公
表
し
な
い
予
定
で
す
。
25
年

度
と
26
年
度
の
結
果
を
比
較
し

て
、
分
析
し
て
い
き
ま
す
。

問
小
学
校
国
語
Ａ
は
、
20

分
間
で
大
き
な
問
題
を

７
つ
解
く
。
最
後
の
第
７
問
で

は
、
静
岡
県
は
10
人
に
４
人
が

答
え
て
い
な
い
。
間
違
っ
て
い

る
の
で
は
な
く
、や
れ
て
な
い
。

過
去
問
題
を
解
く
な
ど
し
て
、

テ
ス
ト
慣
れ
し
た
方
が
よ
い
の

で
は答

類
似
問
題
を
各
学
校
に

配
布
し
、
活
用
を
促
し

て
い
ま
す
。
今
後
、
学
習
意
欲

の
向
上
と
家
庭
学
習
の
改
革
を

2
本
の
柱
と
し
て
指
導
し
て
い

き
ま
す
。

問
今
ま
で
陸
上
競
技
大
会

開
催
の
必
要
性
を
説
明

し
、
大
会
復
活
を
訴
え
て
き
た

が
、
26
年
度
の
小
学
校
陸
上
競

技
大
会
の
開
催
は

答
小
学
校
陸
上
競
技
大
会

は
、
市
内
７
小
中
学
校

校
長
で
組
織
さ
れ
た
市
校
長
会

が
、
主
催
し
開
催
し
て
い
た
体

育
行
事
で
す
。
市
校
長
会
か
ら

は
、
小
学
校
陸
上
競
技
大
会
を

開
催
し
な
い
と
聞
い
て
い
ま

す
。

全
国
学
力
テ
ス
ト
に
つ
い
て

小
学
校
陸
上
大
会
に
つ
い
て

阿形　昭

問
消
費
税
が
８
％
に
増
税

さ
れ
る
が
、
市
内
の
消

費
拡
大
の
た
め
に
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
は
考
え
て
い
な
い

か
答
21
年
度
に
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
に
よ

る
景
気
の
悪
化
に
伴
う
消
費

活
動
の
減
退
に
歯
止
め
を
掛

け
、
中
小
小
売
店
の
経
営
を
支

援
す
る
こ
と
や
商
工
業
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
事
業
を
実
施
し
ま

し
た
。
26
年
度
で
は
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
事
業
の
実
施
は
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
商
店
の

経
営
状
況
や
、
市
民
の
購
買
力

の
底
上
げ
を
図
る
た
め
に
は
、

商
工
会
と
情
報
共
有
を
図
り

な
が
ら
協
議
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

問
税
収
ア
ッ
プ
を
図
る
た

め
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

に
力
を
入
れ
る
べ
き
で
は
な

い
の
か

答
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」

と
は
、
個
人
の
選
択
に

よ
り
自
分
の
出
身
地
や
応
援

し
た
い
と
思
う
自
治
体
に
対

し
寄
付
を
行
い
、
そ
の
寄
付
金

の
一
部
が
税
金
の
控
除
対
象

に
な
る
と
い

う
仕
組
み
で

す
。
現
在
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で

の
紹
介
の
み

で
す
が
、
財
源

の
確
保
や
地

場
特
産
品
の

ア
ピ
ー
ル
に

つ
な
げ
よ
う

と
、
特
典
を
設

け
て
い
る
自

治
体
も
増
え

て
き
て
い
ま

す
。直

接
的
な
影

響
と
間
接
的

影
響
を
踏
ま

え
、
研
究
し
て

ま
い
り
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

曽根正浩

問
新
農
業
農
村
政
策
制
度

の
周
知
徹
底
の
プ
ロ
セ

ス
は答

「
農
地
中
間
管
理
機
構

の
創
設
」「
経
営
所
得

安
定
対
策
」「
水
田
フ
ル
活
用

と
米
政
策
の
見
直
し
」「
日
本

型
直
接
支
払
制
度
の
創
設
」
こ

の
４
つ
の
改
革
内
容
に
つ
い
て

し
っ
か
り
内
容
を
掌
握
し
、
農

業
委
員
会
や
農
業
関
係
者
に
広

く
周
知
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。

問
当
市
の
水
田
農
業
を
守

る
た
め
の
構
想
は

答
水
田
農
業
だ
け
で
な

く
、
茶
、
野
菜
、
施
設

園
芸
農
家
の
高
齢
化
や
後
継
者

不
足
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な

ど
の
影
響
に
よ
り
、
５
年
、
10

年
後
の
展
望
が
描
け
な
い
現
状

で
す
。
地
域
内
の
意
欲
あ
る
担

い
手
に
農
地
利
用
の
集
積
、
集

約
を
図
る
こ
と
が
、
今
後
の
重

要
な
テ
ー
マ
と
な
り
ま
す
。
課

題
は
、
農
地
の
大
区
画
化
、
汎は

ん

用よ
う

化か

、
畑
地
灌か

ん
が
い漑

な
ど
の
整
備

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
地
域
協
議
段
階
か
ら
農

家
と
一
緒
に
検
討
を
し

て
い
く
考
え
は

答
市
も
国
の
改
革
に
あ
わ

せ
、
水
田
農
業
者
の
労

力
軽
減
や
経
営
所
得
の
安
定
を

支
援
し
、
そ
の
地
域
の
現
状
に

即
し
た
利
水
や
基
盤
整
備
、
農

地
集
積
を
含
め
、
話
し
合
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
に
な
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
集
落
営

農
の
組
織
化
や
法
人
化
な
ど
も

視
野
に
入
れ
、
体
力
の
あ
る
経

営
体
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
ま
す
。

水
田
農
業
政
策
に
つ
い
て

岡村　勝

住所地の市区町村

最寄の税務署

納税者（寄付者）

御前崎市（地方公共団体）

ふるさと納税の仕組み（イメージ）

連絡

④所得税の
　所得控除による軽減

⑤住民税の税額控除
　（翌年度）

③受領書を添付して
　確定申告

②受領書

①御前崎市に寄附


